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胃 癌 の 精 索 転 移 例
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A CASE OF METASTSIS OF GASTRIC CANCER 

        TO SPERMATIC CORD
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   A 63-year-old man underwent total gastrectomy and partial resection of the transverse colon for 

Borrman IV gastric cancer on August 27, 1985. On August 8, 1986, 11 months after the operation, 

he visited our department with chief complaint of swelling of both groins. The spermatic cord was 

swollen to about 3 cm in diameter from both groins to inside of the scrotum and was hard as a club. 

The diagnosis of bilateral spermatic cord metastasis of gastric cancer was established and a biopsy was 

carried out. Histopathologically the diagnosis of spermatic cord metastasis of gastric cancer was 

confirmed.
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緒 言

転移性精索腫瘍は比較的稀な疾患 とされ,わ れわれ

の調べ得た範囲では,こ れ までに本邦では27例 が報告

され ているに過 ぎない.今 回われわれは,胃 癌を原発

とす る転移性精索腫瘍 の1例 を経験 した の で 報告 す

る.

症 例

患者;63歳,男 性

主訴:両 側鼠径部腫脹,尿 勢減弱

家族歴:特 記すぺ きことなし

既往歴:特 記すぺ きことなし

現病歴;1985年8月27日,東 京慈恵会医科大学第三

病院外科 にて,胃 癌横行結腸転移 に対 し,胃 全摘出術

(非根治的)お よび,横 行結腸部分切除術施行 した.

翌1986年8月8日 両側鼠径部腫脹 ・尿勢減弱を主訴に

当科受診,精 査加療 目的に入院 した.

現症:身 長154cm,体 重415kg,栄 養やや不良.

胸部お よび腹部理学的所見に異常を認めず.表 在 リン

パ節 も触知 しなか った.精 索は両側とも鼠径部か ら陰

嚢 内にかけて,直 径約3cm程 度に腫脹 し,硬 く,棍

捧状であ った.睾 丸 ・副睾丸 に は異常を認 め なか っ

た.前 立腺 は鶏卵大に腫脹 していたが,弾 性硬,表 面

平 滑で,硬 結は認めなか った.

検査成績=赤 沈 は1時 間値25mm,2時 間 値52

mmと 充進 し,尿 検査 ではRBC(十),WBC(十)

で あ った.血 液 生 化 学 所見 で は,RBC439×104/

mm3,Hb.13.09/dl,Ht.38.8%,WBC6,300!mm3

と貧血はな く,肝 ・腎機能,血 清電解質に異常を認め

ず,上 部尿路X線 検査 も正常であった.

手術所見 ・以上 よ り胃癌の精 索転移お よび前立腺肥

大症 と診断 し,1986年8月25日,腰 椎麻酔下 に右精索

生検術 および 経尿道 的前立腺切除術(TUR.。P)を 施

行 した.TUR-P施 行後,右 陰嚢上部を切開 して精索

に達す ると,精 索は硬 く腫大 し,周 囲 と中等度の癒着

を認めた(Fig.1).精 管は剥離可能 で あ った が,血

管は腫瘍 と一塊 とな ってお り,生 検のため腫瘍の1部

に切開を加える と,内 部は白色調均一であった.

病理組織所見:精 索は,問 質 のほ とんどが,大 型の

核を持 ち,核 小体 の 目立つ,異 型性の強い非常に未分

化な細胞に よって占 め られ て いた(Fig.2).前 回の

手術で摘 出した 胃の組織をみると,胃 の粘膜 は比較的

良 く保たれているが,粘 膜下か ら漿膜に至る全層にわ



近藤,ほ か:転 移性精索腫瘍 ・胃癌
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Fig.L精 索手術所見,精 索は硬 く腫大.精 管は

剥離可能であった.

織
Fig.2.精 索 組織1象

た り,上 述の精索生検像 と類似 した,腺 管を形成 しな

い非常に未分化な細胞の浸潤を認め(Fig.3),精 索は,

胃癌の転移 と診断 された.

経過:術 後さらに,腹 部CT検 査 を行 なったが,

腹部および後腹膜腔に明 らかな異常を認めず,ま た異

常なリンパ節の腫大 も認めなか った.術 後4ヵ 月 目の

現在,外 科にて化学療法施行中である.

Fig.3.胃 組 織 像.
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転 移性 精 索 腫瘍 は 稀 な疾 患 で あ り,わ れ われ が調 べ

得 た範 囲 では,本 邦 に お いて は 自験例 を 含め28例 が 報

告 され て い る(Table1)1-d)年 齢 は32歳 か ら79歳 平

均56.3歳 と,比 較 的広 く分 布 してい る.患 側 は右 が14

例,左 が10例 であ る が,自 験 例 の よ うな 両側 転 移 例 は

わ ずか4例(14.3%)で あ った.原 発 巣 につ いて み る

と,睾 丸 ・副 睾 丸 を 含め た,陰 嚢 内転 移 腫瘍 は,胃 癌

と ともに 前立 腺 癌,腎 癌,睾 丸 ・副睾 丸 な ど尿 路性 器

腫瘍 も多 いが 「)),精 索 の みに 関 してみ る と,こ れ とは

や や異 な り,胃 癌 が28例 中17例(610/o)と 圧 倒 的 に多

く,他 に,S状 結 腸癌 ・膵癌 な どがあ げ られ る.

胃癌 の精 索 へ の 転移 経 路は,リ ンハ 管逆 行性 ・静 脈

逆 行性 ・動脈 性 ・直 接 浸 潤 な どが 考え られ て い る6-8).

自験 例 で は,原 発巣 の 胃癌 がBormannIV型 で あ

り,こ の型 の 転 移形 式 の特 徴 は,他 の型 と異 な り,リ

ンパ性 や静 脈 性 に転 移す る こ とは 少 な く,直 接 浸 潤 あ

い は,播 種 性 に 広汎 に 転移 しや す い こ と,ま たCT

ス キ ャ ソで,後 腹 膜 腔 に 明 らか な腫 瘍や,リ ソパ節 の

Tablcl.転 移 性 精 索腫 瘍 本邦 告 例.

症例 報 告 者 年令 原発巣 患側 症例 報 告 者 原発巣 忠側

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

三 国 ら(1955)

土 屋 ら(1958)

高 井 ら(1959)

生 亀 ら(1962)

清 水 ら(1963)

加 藤 ら(1963》

田辺 ら(1965)

小 宮 ら(1968)

大 井 ら(1970)

森 ら(1972)

三 樹 ら(1973)

寺 島 ら(1975)

別 宮 ら(1976)

沼 里 ら(1977)

58

61

72

37

56

62

78

50

52

79

36

55

48

74

胃 癌

S状 結腸癌

胃 癌

胃 癌

胃 癌

膵 癌

胃 癌

胃 癌

胃 癌

不 明

胃 癌

尿管癌

胃 癌

胃 癌

右

左

両側

左

左

右

左

左

右

右

右

左

右

右

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

和倉 ら

永友 ら

福井 ら

瀬 口 ら

瀬 口 ら

公文 ら

綱島 ら

西村 ら

大森 ら

荻野 ら

竹前 ら

(1979}

(1979)

(1979)

(1980)

(1980)

(1982)

(1983)

(1983)

(1984)

(1984)

(1984)

久 保 田 ら(1985)

辻 井 ら(1985)

自験 例(1986)

不 明

S状結腸癌

胃 癌

胃 癌

S状結腸癌

胃 癌

膵 癌

盲腸癌

腎 癌

胃 癌

胃 癌

胃 癌

前 立 腺癌

胃 癌

左

左

右

右

両側

右

右

右

左

右

右

左

両側

両側
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腫大を認めないことなどか ら,胃 の漿膜を越え,横 行

結腸まで浸潤 した癌組織が後腹膜 腔へ落ち,精 索まで

播種された,播 種性の転移 と考えられた.

結 語

1)胃 癌を原発 とす る転移性精索腫瘍を経験 したの

で,本 邦28例 目の転移性精索腫瘍 として報告 した.

2)転 移性精索腫瘍の原発巣 としては,胃 癌が最 も多

く,精 索腫瘍があ り,転 移性が疑われ る場合,ま ず消

化管,特 に胃についての検索が必要 と考え られた.
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